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「高松駅ホーム天井材の一部落下」について 
 

 

３月１６日に高松駅構内において、８・９番ホームの天井材の一部が落下する事

象が発生した。 

 本部はこの事象に対し、３月１７日付発第６６号「高松駅８・９番ホーム天井材

一部落下について」申し入れを行い、会社より以下のとおり回答があった。 

 

 
 

１．今回の事象をどのように受け止めているのか会社の考え方を明らかにされたい。 

 

２．天井材が落下した原因について明らかにされたい。あわせて、天井材が落下す

る直前の雨天時に、当該箇所での雨漏りが確認されているとのことであるが、天

井材落下との因果関係を明らかにされたい。  

 

３．再発防止と今後の対策について明らかにされたい。あわせて、駅舎の維持管理

については「検査精度の向上」とともに「老朽化の進行状況に応じた適切な方法

のよる補修の実施」を行うとしたが、今回の事象を踏まえた会社の考え方を明ら

かにされたい。 
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４．要員不足に対する会社の考え方を明らかにされたい。特に、建築物について

は、四国全域を高松機械建築区が管理しているが、建築部門におけるグループを

含めた適正な要員が確保されているのか明らかにされたい。 

 

 

幸い、この事象によって、お客様等への被害はなかったが、一歩間違えれば人命

に関わる事象であった。 

ＪＲ四国労組は、安全・安定輸送の確立がすべてに優先し、尊い命を預かる私た

ちの重大な使命であることを強く訴えるとともに、設備等の老朽化が深刻になるな

か適宜適切に対応することのできる要員・管理体制をとるべく、引き続き会社に対

する「安全へのチェック機能」強化の運動を展開する。 

                                 以  上 


